
　　　　　　　クレゾールの分解度試験成績報告書

Z　試験期間　 昭和」0年8月29日～昭和’0年！0月7日
ユ試料名　グレゾール（試料姦K一！／・2）

　　　　分子式　　G▼恥0　　　　　0一クレゾール　　0ノ％

　　　構造式　　　　　　　　　　m一クレゾール　　6ユ3％

　　　　　　　　　　o目　　　P一クレゾール　371％

　　　　　　　　　び

3　試験方法及び条件

瓢三三脚一一…・

　3／　試験装置

　　　　　酸素消費量自動測定機

　3．Z　酸素消費量測定

　　　　　3！の記録による

　33　生分解試験後の直接定量法

　　（a）　使用分析機器

　　　　　全有機炭素分析計

　　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器F工D

　　　　　　　　　（以下次頁に続ぐ）

　　　（b）分析試窟の前処理

　　　　　　　　　　翻

　　　　　　　　　　　　　　‘ろ過（姦・2ろ紙使用）

　　　　　画r
　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　T　o　c計試料
　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　（c）分析条件

　　　　　　全有搬炭素分析計（T　o　c計）

　　　　　　　流速　T　G回路　．ZOOml／丘nin

　　　　　　　温度TGが　880℃

　　　　　　ガスクロマトグラフ（σG）検串器F工D

’　　　　　　キャリアガス　　施

　　　　　　　充てん剤　KG－0！／伍ニポートKS

　　　　　　　ガラスカラム　　2㎜φ×2m

　　　　　　　カラム温度　 ！34℃

　　翼　試験結果

分解度〔％） 付　　　図

酸素消費量による結果 4ヌ7 ！

付τ「

全有機炭素分析計 6ヌ3 2 ／

Geによる結果 709 3 2

（以下次頁に続ぐ）



よ　そ　の　他

　　　K－112はオルト，メタ，パラの組成から出来て誇り、分

　解度はパラクレゾールは／00％分解しているが、メタクレゾ

　ールは約45％残留していた。又オルトクレゾールは試料中0ノ

　％しか含まれてむらず、分解については不明である。

　　左む、参考試験としてクレゾールの各種異性体を別途クーロ

　メーターにで酸素吸収を測定した。（図一4参照）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　　　上


